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「お中元」に関するQ&A

●地区のしきたり、宗教の違いにより、異なる場合がありますのでご注意ください。

「お中元」って、いつ贈ればいいの？
以前は、東日本においては7月初めより中頃までの間を、西日本では
1ヶ月遅れの8月初めより中頃までの間を贈答時期としていました。

現在ではいずれの地方も7月初めより中頃まで(土用の入り前まで
に)の期間内に贈ることが一般的になってきています。

※うっかり忘れて時期を逸した場合には暑中見舞い・残暑見舞い
　として贈ります。

Q.
A.

喪中の時はどうしたらいいの？

普段お世話になっていることに対する感謝の気持ちを贈るものであるこ
とから当方又は先方のいずれか(又は双方)が喪中の場合であっても、お
中元を贈りあうことは一向に差し支えないことになっています。

忌中(仏教では忌明け法要前、神道では忌明け祭前)の場合やどうしても
気になる場合は、事前にお断りを入れて先方の了解を得た上で、時期をず
らして暑中見舞い(土用の入り以降立秋まで)や残暑見舞い(立秋以降)の
形で贈る方法もあります。

※尚、キリスト教では教義上、喪中という考えは存在しませんので、
　教徒間で贈り合う限りにおいては特に問題はありません

Q.
A.

どんな物を贈ればいいの？

何を贈るかについては案外面倒で難しいもの、ついつい贈る側の好みに
よっていずれの先様にも同じようなものを贈ってしまうケースが多いよ
うですが、贈り物は自らの心が相手に伝わり喜んで貰ってこそ本来の意味
があります。

幾ら高価なものであっても酒が飲めない人に酒類を贈っても喜んで貰え
ません。自分好みの「あげたいもの」を贈るのではなく、相手の好み・家族
構成・年齢・人数・季節などを十分考慮して、予算に見合った「喜んでいた
だけるもの」を先様ごとに選ぶことを心がける必要があります。

Q.
A.

どんな「のし紙」をかければいいの？

●のし紙
紅白(赤と金色で印刷されている)の5本(又は7本)花結び(蝶結び)に熨斗
が付いたデザインのものを用います。
(通称＝花結び祝い＝一般お祝い用)

●表書き
濃い色の墨を用いて楷書体で書くのが基本です。献辞(上書き)は水引中
央結び目の上に「御中元」と書き、名前書きは水引中央結び目の下に献辞
よりやや小さめにして「フルネーム」で書き入れます。

Q.
A.
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